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グレード３

ＩＴＦジュニアテニスツアーの仕組み

ジャパンオープンジュニア（名古屋）10月

＜グレードＡ大会＞

全豪・オーストラリアンオープンジュニア

全仏・フレンチオープンジュニア

全英・ウィンブルドンジュニア

全米・USオープンジュニア

大阪市長杯世界スーパージュニア選手権大会（大阪）

アビエルタ（メキシコ） ポルトアレグレジュニア（ブラジル）

イタリアンオープン（イタリア） オレンジボール（アメリカ）

シングルスポイント表

UTSUBOから世界へ！

＜世界スーパージュニア・過去の出場者＞

Ａ.ロディック、Ｊ-Ｗ.ツォンガ、Ｍ.チリッチ、Ｍ.バグダディス、

Ｍ.ラオニッチ、Ｊ.ベセリー、Ｎ.キリオス

Ａ.モーレスモ、Ｍ.バルトリ、Ｊ.ヤンコビッチ、Ｃ.ウォズニアッキ、

Ｖ.アザレンカ、Ｍ.ムラデノビッチ

松岡修造、錦織圭、添田豪、伊藤竜馬、杉田祐一、

守屋宏紀、ダニエル太郎

澤松奈生子、クルム伊達公子、杉山愛、森田あゆみ、

奈良くるみ、土居美咲（１大会）

グレード３
（３６大会）

グレード４
（１５７大会）

グレード５
（１２７大会）

世界スーパージュニアは、ウィンブルドンジュニア等と同じランクのグレードA大会で、世界最高峰のジュニア大会です。

ITFジュニアサーキット（ITF公認試合）は1977年に始まり、6ヶ国、9つのトーナメントからスタートし、2015年には118ヶ国、

411のトーナメントが開催されるまでになった。上位で活躍するジュニア選手は、一般の大会（ＡＴＰやＷＴＡのツアー大会）のワイルドカードがもらえるなど、

ジュニア大会とはいえ上位の選手は一般大会でも活躍するチャンスを与えられる。

埼玉サーキット（埼玉）１月

兵庫国際ジュニア1・2（兵庫）8・9月

※グレードＢ大会は、各地域でのクローズド大会 ※大会数は2015年調べ

山梨国際ジュニア（山梨）12月

優勝 準優勝 Ｂ４ Ｂ８ Ｂ16 Ｂ32
GA 250 180 120 80 50 30
B1 180 120 80 60 30 20
G1 150 100 80 60 30 20
B2 120 80 60 40 25 10
G2 100 75 50 30 20 10
B3 80 50 30 15 5 -
G3 60 45 30 20 15 7.5
G4 40 30 20 15 10 -
G5 30 20 15 10 5 -
※ダブルスは別途ポイントあり

シングルスポイント表

奈良くるみ、土居美咲


